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(1) 天野郁夫著『日本的大学像を求めて』玉川大学出版部， 1992年， 11ページ。
(2) 同上。
























































































































他方で， 1991年の「大綱化」以降，一般教育と専門教育の垣根が撤廃され 4 カ年教育の内容が
問われてきたという点で言えば，大衆化という傾向と併せて，アメリカ的な大学の在り方に近
づいてきた，といえるかもしれない。しかし，その 4 カ年教育が，アメリカのような(学生が


























































































































































































































































































































































































ド大学では 4 年間の学部教育の四分のーを当てて全学生に 1 年間必修科目を学ばせているが，
これがコア科目である。コア科目はつぎの 6 つの科目群からなっている(カッコ内はその具体























































































































































































































































そして最後に確認しておくべきことは， リベラノレ・アーツ型一般教育は 4 カ年で教える，と
いうテーゼ、の内容である。これは，基本的には，前述のハーバード大学の事例のように，大学
側としてはたとえば 2 カ年にわたって学習してはじめて修得できる程度の一般教育科目(単





















ヘ(54) たとえば， (f日本経済新聞J 1996年 3 月 4 日の夕刊に紹介された〉慶応大学湘南キャンパスの学生
は「徹底した」コンピュータ教育と語学教育によって“未来からの留学生"として注目されている。





















「自己変革」を遂げた rl つの証明」としてみなすことができるであろう一一ーならば 4 年制
大学の学士教育は「成功」したものと判断してよいのではないだろうか。
- 91-
